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お客さまの課題解決をサポートし、
“ものづくり”に関わる実感から生まれるやりがい

　私は、大手メーカーの企業城下町で
育ったため、周囲は理系の大人ばかり
でした。壊れた機械を自らの手で直して
しまう大人たちへの憧れもあり、工業高
等専門学校に進学しました。機械工学
の魅力は、何といってもそれが目に見え
て直接、“ものづくり”に関わっている実
感を得られることです。
　現在、都産技研では、製品強度の
測定を担当しています。ひと口に製品
強度といっても、引張、圧縮、曲げ、硬

さ、ねじりなどさまざまで、用途によって
10種類以上の装置を使い分けていま
す。お客さまは、多様な製品の強度試
験を希望されますので、個々の製品に
合わせた試験方法や条件を提案して
います。

　お客さまへの技術支援を行う一方
で、専門分野の研究開発も進めていま
す。行き詰まってしまうこともありますが、
以前、何かの本で知った「やれることを
とことんやって失敗したならば、誰も責め

　私は、総務課庶務係に所属し、食堂・
送迎バスの管理や職員研修、健康診
断などを担当しています。依頼試験や研
究の分野が多岐に渡り、放射線や有機
溶剤の特定業務に従事する研究員も
多い都産技研において、健康診断は重
要な業務の一つです。健康診断の結果
を産業医がチェックし、それぞれの研究

員にフィードバックを行うなど、健康管理
に気をつけています。
　庶務係の業務は、研究員の日常業
務と密接に関わっています。直接、お客
さまと接する機会は少ないですが、自分
の担当する業務が研究員を通じて、都
産技研のサービスにつながっていること
を意識して取り組んでいます。

ない」という言葉を心に刻んで、日々研
究に取り組んでいます。
　今後の私の夢は、企業と共同研究
を行い、自分が関わった製品が市場に
出て、世の中の人に使っていただくこと
です。
　東京都の産業を支える中小企業は、
得意分野においては、大企業に引けを
とらない実力を持っていると感じていま
す。そんな方々の課題解決をサポートで
き、実際にそれらの製品を手にできる都
産技研での業務は、この上ないやりが
いにあふれています。

金属AMを活用し、量産用金型の製
造を主力事業に成長させようと取り組ん
でいる（株）J・3D。平成25年9月に最
初の金属AMを導入し、主に自動車産
業向けの試作開発用ダイキャスト金型
を手がけています。金属AMを活用した
事業は、技術も環境もまだ模索が続く
段階だと代表取締役の高関氏はいい
ます。
試作開発用ダイキャスト金型の製造

は、従来製法では納品まで2ヶ月かかり
ますが、金属AMなら1週間程度で可
能です。コストも従来技術で単品製zす
るより、概ね低く抑えることができます。
そのため、開発の工期やコストの削減に
つながると評価され、同社は複数社の
自動車メーカーから受注を得ています。

試作開発用ダイキャスト金型が評価
される一方、金属AMによる量産用金
型は、トータルコストが従来品よりも高く
なるため、受注に結びついていません。

そこで同社では、従来技術では困難
な三次元水管入りの量産用樹脂金型
の製造に着目（左図）。「三次元水管に
よる冷却効率の向上で、樹脂の焼き付
き防止、成形サイクルや造形品の品質
向上が図れます。大型の樹脂金型に対
しては、従来製法に加え、三次元水管
が必要な部分だけ金属AMを用いる、ハ
イブリッド造型を提案するなど、金属AM
による金型の利用拡大に努めています」
（高関氏）。
さらに、ものづくりの考え方そのもの
の変化にも期待していると高関氏は言
います。「現在は自動車をはじめ、多くの
製品が少品種大量生産です。それらの
製品を今後オーダーメード化するような
時代が来れば、金属AMで最終製品を
製造することもあり得るのではないで
しょうか」

「欧州では金属AMによる最終製品
の市場が拡大しています。これまでの
試作品づくりとは異なり、品質管理に
対する要求の高まりを強く感じていま
す」とMaterialise NVのMotte氏 は
いいます。
同社は、ベルギーにおいて金属AM

を含む120台以上のAMを備える工場
を稼働させ、医療用インプラントなどを製
造しています。

「金属AMで製造したインプラントは、
人の体内で何十年と使われる可能性
があります。何かあったときに検証できる
品質管理体制が必要だと私たちは考え
ます」（Motte氏）。
インプラントのように一つ一つ形状の
異なる製品の品質管理には、設計デー
タ、製造条件（造形方法、積層ピッチ、
材料など）、造形領域における配置、同
時に造形された部品の有無や形状など
を記録し、再現検証できることが重要で
す。AM用のデータ設計ソフトウェアなど
も提供する同社では、造形品にシリア
ルコードを付記し、トレーサビリティを確
保する管理システムを開発。金属AM
における造形品の品質管理支援をこの
ソフトウェアの提供を通じて支援してい
ます。

金属AMを活用した事業が軌道に乗
りつつあります。まだ課題は多くあります
が、その解決に向けた意欲的な挑戦が
続けられています。

毎号、研究員をクローズアップして、業務内容や仕事に対する思いをご紹介していきます。

工業高等専門学校時代から機
械工学を学び、大学では「セラミッ
クスの拡散接合」を研究。趣味は
剣道、畑仕事、相撲鑑賞。
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いつもは機械に囲まれ
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共同研究で開発した製品を
実際に目にし、使ってほしい

都産技研のサービスを支える

こ　  ぶ　ね　　 さ　と　　し

管理部門編
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三次元水管を配置した金型の構造図 Materialise NVのAM工場。金属AMを含め、120台以上
のAMを備える。（写真は樹脂AM）
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